
 

 

 

 

 

 

 Ａｌｍｉｎｕｍ３面による(5182H18) 

 ｒａｎｄｏｍ補正なしで，Ｅｒｒｏｒから補正を行う手法評価 

 

 

 

  

 

 Ａｌｍｉｎｕｍ４面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 前回，ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアによるｒａｎｄｏｍ補正なしの再ｄｅｆｏｃｕｓ機能を 

   ５１８２Ｈ１８材料による４面極点図の評価を行い、 

 を得た。 

   完全なｒａｎｄｏｍ試料が得られる場合、不完全極点図のＯＤＦ最大密度(10.387)を得るが、 

   ｒａｎｄｏｍ補正なしでは、10.387->10.140、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアの 

   再ｄｅｆｏｃｕｓ機能では、10.387->10.216として、完全極点図の 10.316に近い値が得られました。 

   では、３面ではどのような値になるか調査します。 

   ＯＤＦはＬａｂｏＴｅｘ（Ｖｅｒ．３．０．５３）を使用します。 

 

評価する極点図（完全極点図） 

 

 

 

相対密度表示 

 

 

評価方法 

１．完全極点図のＯＤＦ解析 

２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 



１．完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

  

 



２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 



３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

  

 

 



４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



評価 

 

ＯＤＦ―主要な方位密度分布 

 

逆極点図２６Ｂｏｘ 

 

 ｒａｎｄｏｍ補正なしの最大方位密度が１０．１１－＞１０．７５５（正解は１０．６３２） 

 と改善される 


